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平成３０年２月１５日
（館林市立第六小学校 TEL 72-4060 ・ FAX 72-4072） 校長 小山 真一

今年度最後の授業参観、懇談会、お世話になりました！
２月２日（金）、９日（金）の２日間、

今年最後の授業参観を実施させていただ
きました。１，２，３，５年生は、通常
の授業を観ていただきました。４年生は
学年で二分の一成人式、６年生は学年で
親子活動を行いました。
前回１１月の学校公開から約３ヶ月が

経過しました。まもなく現在の学年も ＜二分の一成人式＞ ＜６年最後の授業参観＞
１年を迎え、成長の様子が顕著であったのではないでしょうか。一人一人の子どもたちは、一回
りも二回りも心身ともに成長できたと実感しています。４月からは、上の学年に進級となります。
そして６年生は中学生になります。今年度も残すところあと２ヶ月足らずとなりました。各学級
では、１時間１時間を大切にしながら、各学年の学習が終了できるように取り組んでまいります。
そして、全員の子どもたちが、胸を張って進級・進学できるように指導支援に精一杯努めてまい
りますので、どうぞよろしくお願いいたします。

心の中の鬼を追い出そう！
２月９日（金）に全校朝会を行いました。まず、節分の話をしました。

季節の分かれ目の節分は、年４回あり特に冬と春の節分にいろいろな行
事を行うようになったこと、豆まきをしたり、ヒイラギにいわしの頭を
刺して戸口においたり、恵方巻きを食べたり、地域によっていろいろな
風習があることを話しました。
また、あまんきみこさんの絵本「おにたのぼうし」の読み聞かせを中

心に、「鬼は姿や形で決まるものではない。鬼がいるのは心の中。自分
の心の中にある鬼を追い出しましょう。」という話をしました。

休み時間に突然の避難訓練！
２月７日（水）の朝行事の時間、避難訓練を行いました。今回の

訓練は、「日常生活における安全への意識を高め、災害発生時におい
ても冷静沈着かつ敏速に対応できる能力を養う。」ことをねらいとし

ました。避難するときの合い言葉「○お さない、○か けない、○し ゃべ
らない、○も どらない」の中で、他の３つはよくできたが、しゃべら
ないが課題であるという講評をしました。来年度は、児童に知らせ ＜「おかしも」で避難＞
ず、自分で考えて行動する避難訓練を時々実施していこうと考えています。そして、「自分の命
は自分で守る」という気持ちや判断力、行動力を醸成していきたいと思います。ご家庭でも、「家
で一人でいる時」や「登下校中」等、どう行動すればよいのか、話し合ってみてはいかがでしょ
うか。

入学説明会を行いました！
２月７日（水）、来年度本校に入学予定の保護者を対象にした入学

説明会を行いました。入学までの諸準備、通学路、学校保健につい
て等、各担当から説明させていただきました。来年度の新入生は、
現時点で４７名です。２学級予定です。私のあいさつでは、学校の
概要や保育園・幼稚園と小学校の違い等について、話をさせていた
だきました。 ＜入学説明会＞



ようこそ髙柳先輩！
「ようこそ先輩！」（高校生ボランティア・チューター小学校派遣事業）の一環で、本校の卒業
生の髙柳美穂さんが、２月６日（火）から１６日（金）まで、本校
で主に２年生のお手伝いをしてくれています。

太田東高校３年の髙柳美穂です。短い期間ですが、楽しい時間を
過ごせたらと思います。ぜひ話しかけてください。よろしくお願い
します。

１年生 昔あそび！
１月２４日（水）、２５日（木）、１年生が生活科の「冬のあそび」

で、凧づくりと昔から伝わる遊びをしました。お父さん、お母さん、
おじいさん、おばあさんが各学級で協力してくださいました。校庭
の雪のため、凧あげはできませんでした。その分、お手玉、おはじ
き、あやとり、めんこ、ヨーヨー、コマ回し、はねつきを教室や多
目的室で体験しました。 ＜３世代です！＞
最近の子どもたちはゲームは得意でも、昔から伝わる遊びは初めて体験する子も多く、貴重な

体験をさせていただきました。少子高齢化社会が進む一方で、おじいちゃん、おばあちゃんと同
居ている子どもたちは多くありません。様々な世代が共に活動し、お互いを理解していく交流「世
代間交流」は、今後ますます重要性を増してくるものと考えます。この交流が長く続けられるよ
うお願い申し上げます。

子どもたちのための５０のルール！
県教育委員会において作成されたルールブック５０から、今年度、毎

回学校だよりに掲載してまいりましたが、いよいよ今回で５０のルール
全てを掲載させていただくことになりました。各家庭におかれましては、
一家団らん等の際に基本的な生活習慣や学習習慣等について、この５０
のルールを基に話し合っていただきたくお願いをしてまいりました。
このルールが生活や学習習慣づくり、更には社会規範の醸成にお役立

ていただけたでしょうか。私たちが毎日明るく楽しく元気に過ごしてい
くためには、相手の立場を尊重し、相手を気遣い思いやる気持ちがとて
も大切です。
学校では、道徳の時間や学級活動等の時間をつかい、子どもたちの発

達段階に即しながら指導支援に努めてまいりました。
各ご家庭におかれましては、今一度掲載いたしました５０のルールを読み返していただきた

いと思います。そして、学校と家庭が共に手を取り合い、楽しい家庭、楽しい学校、楽しい社
会を築いてまいりたいと考えております。
今後も、様々な機会をとおし、この５０のルールをご活用いただきたく、よろしくお願い申

し上げます。

５０のルール［4８］ 約束やきまりを守ろう
友だちとの約束や学校のきまりを守らなかったらどうなるでしょうか。友だちはあなたのことを信

じられなくなってしまうでしょう。
授業中におしゃべりしていたら、うるさくてまわりのみんなに迷惑がかかってしまうでしょう。

自分を信じて認めてもらうためにも、約束やきまりを守りましょう。

５０のルール［49］ 借りた物は必ず返そう
人から借りた物を返すことは、社会の常識です。
人から借りた物は大切に使い、他人に迷惑をかけないように、期限を守って返すように心がけまし

ょう。

５０のルール［50］ 勉強も運動も最後までやりぬこう
勉強でも、運動でも、一度始めたことは途中で投げ出さないでやりとげようとする気持ちをもつこと

が大切です。
やりとげることができれば、自分に自信やほこりをもつことができます。


